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レクリエーションの森
へ出かけよう!!

特集



めおと杉（秋田県 仁別自然休養林）表紙の写真：

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202309.html

webアンケートにご協力をお願いします！
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緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは？
　緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総理大臣が決定し、表彰を行うものです。
　令和５年は１３の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

受賞者紹介

令和５年 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰

荒川グリーングリン （埼玉県寄居町）

寄居町を桜の名勝地として復活させたいとの思いから、平成１９年に ｢３００品種一万本・一年中桜に出会
える町よりい｣ を目指して発足し、地域の住民や企業と連携しながら、これまでに１４５品種・約５，５００本の
桜を植樹してきました。桜の維持管理や里山の整備を継続して行うとともに、桜を通じて東日本大震災の
被災地と交流を図るなど、町内外の団体とも広く連携を図りながら緑化推進に取り組んでいます。

▲ 活動により整備した｢寺山さくら農園｣ ▲ 挿し木による桜の苗木育成▲ 植栽した桜への添え木の設置

荒川グリーングリン活動掲載ページ　　▶  https://www.facebook.com/groups/744889908868735

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
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写真上：近畿中国局　宮島風景林と瀬戸内海（広島県）

レクリエーションの森のうち、特に景観が優れた９３箇所を
『日本美しの森 お薦め国有林』に選定しており、こちらから
ご覧になれます。

▶レクリエーションの森：林野庁

ドローンによる空撮映像はこちらをご覧下さい。

▶ドローン空撮映像：林野庁

お出かけできないときは、WEBサイトで楽しんでみませんか？お出かけできないときは、WEBサイトで楽しんでみませんか？

にっぽんうつく

　日本の国土の多くは、豊かな森林につつまれています。
　林野庁では、みなさまに広く森林に親しんでいただけるよう、優れた自然景観を持ち、森林浴や
自然観察など自然とのふれあいに適した国有林を「レクリエーションの森」に設定しています。
　その中から特にお薦めする７カ所のうち、３カ所をご紹介します。（その他の４カ所については
4 月号を参照ください。）
※記事で紹介した施設やイベントの営業・開催状況については、事前に主催者のHP等でご確認ください。
※お出かけの際には、天候や服装などに注意してください。

レクリエーションの森
へ出かけよう!!



仁別自然休養林
東北森林管理局秋田森林管理署

スニーカーなどの軽装で散策を楽しめるコースあり！
「森の巨人達１００選」に選ばれた杉を見に行こう！

参考URL

アクセス

東北森林管理局では、スニーカーなど比較的
軽装で散策を楽しめるコースを設定し、それら

をまとめた「深呼吸のできるお手軽健康ウォーキ
ングBOOK」を作成しコースを紹介しています。
「仁別自然休養林」もその一つで、せせらぎの音
を聴き、天然秋田スギを眺めながら歩く「せせらぎ
の径」、旭川に掛かる「めおと橋」を渡り、天然秋田
スギ林をくぐり抜けて歩く「めおと杉の径」、その
途中には、森の巨人達１００選に選ばれている「め
おと杉」など、仁別の自然に触れることができます。
　秋になるとカエデ類などの鮮やかな紅葉のス
ポットもあり、穏やかで柔らかい景色の移り変わり
を楽しむことができます。「仁別自然休養林」内
には「仁別森林博物館」があり、かつて森林鉄道で
活躍した蒸気機関車の展示や各種企画展を開いてい
ます。

秋田県秋田市

※ 令和５年７月の豪雨災害により、仁別自然休養林・仁別森林博物館へ通じる
道が被災し通行止めとなっているため、現在訪問することができません。

　　自動車の場合

・秋田駅から車で約１時間（仁別森林博物館）
・秋田自動車道秋田中央ＩＣから車で約１時間（仁別森林
博物館）

　昭和４１年（１９６６年）林野庁は、明治１００年記念事業
として、全国に６カ所の「国民の森」を指定しました。そ
の一つが「天然秋田スギ」を保存し、景観を維持すること
により、市民の憩いの場となっている「仁別国民の森」で
す。また、昭和４４（１９６９）年に自然休養林制度の制定
に伴い、この森を「仁別自然休養林」に設定しました。
その年には、昭和天皇、皇后両陛下が「仁別国民の森」に
行幸啓になり、その際に詠まれた歌の碑が建立されてい
ます。
　「仁別自然休養林」は、秋田県のほぼ中央部に位置する
太平山山麓に広がる森林地帯で、秋田市の中心街を流れる
旭川の源流部に当たります。標高７００～８００mまでは、
秋田スギを主体とする針葉樹とブナ等の広葉樹の混交林、
標高８００m以上はブナ、ミズナラを主とする広葉樹林帯と
なっています。また、「天然秋田スギ」の古里でもあり、
旧佐竹藩が自然林のまま保護した「御直山」として、その
姿を間近に見ることができます。森林浴や自然観察などに
最適で、訪れる人々の心を癒やしてくれます。

概要

自然休養林（仁別）
https://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/policy/business/
management/hozen/kyuuyourin-nibetsuA.html

仁別森林博物館
https://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/introduction/
gaiyou_kyoku/nibetu/index.html

楽しみ
方

楽しみ
方

お じきやま

に 　 べ つ

仁別森林博物館

旭川に掛かるめおと橋

紅葉のカエデ類など
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宮島風景林

　　公共交通機関の場合

ＪＲ広島駅（約３０分）→ＪＲ宮島口駅（徒歩３分）→宮島口
桟橋

　　自動車の場合

岡山・大阪方面より
広島岩国道路廿日市ＩＣ（約１０分）→宮島口駐車場（徒歩約
３分）→宮島口桟橋
山口・九州方面より
山陽自動車道大野ＩＣ（約１０分）→宮島口駐車場（徒歩約３
分）→宮島口桟橋

▶宮島口桟橋から弥山山頂までのアクセス
・宮島口桟橋（フェリー：約１０分）→宮島桟橋（徒歩約１５分）
→宮島ロープウエー紅葉谷駅（約１５分）→獅子岩駅（徒歩
約４０分）→弥山山頂

近畿中国森林管理局広島森林管理署

島全体が御神体となった世界にも例を見ない景観！
新たに生まれ変わった姿を紅葉とともに満喫♪

参考URL

アクセス

広島県廿日市市

　宮島最高峰の霊山である弥山は、大同元年（８
０６年）に弘法大師・空海により開基されて以来、平清
盛や伊藤博文などの信仰を集め、数多くの伝説を残し
ています。弥山へは３つの登山コースがあるほか、
ロープウエーもあり、途中には島の対岸や宮島風景林
の眺めを楽しめます。頂上の展望台からは、伊藤博文
が「日本三景の一の真価は頂上の眺めにあり」と絶賛
した瀬戸内海の美しい島々や四国連山の絶景を３６０°
大パノラマで望むことができます。

　宮島は、瀬戸内海に浮かぶ周囲３０㎞、標高５２９ｍの急
峻な島で、天橋立、松島と並ぶ日本三景の一つとして、風
致上の重要性から風致保安林、瀬戸内海国立公園特別地
域、特別史跡、特別名勝厳島等に指定されています。島の
総面積の８０％が国有林であり、このうち、島の北側を
「宮島風景林」として、レクリエーションの森に設定して
います。
　宮島は古来より「神をいつきまつる島」として、島全体
が御神体として崇められており、厳島神社と弥山が一体と
なった景観は、世界にも例を見ない独自の景観を作り出
し、平成８年（１９９６年）には世界文化遺産に指定されま
した。厳島神社を象徴する建造物である朱塗りの大鳥居
は、令和元年（２０１９年）６月から大規模な保存修理工事
が開始され、令和４年（２０２２年）１２月に新たな装いでよ
みがえりました。
　また、観光スポットの一つである紅葉谷川庭園砂防施
設は、昭和２０年（１９４５年）９月の枕崎台風で被災した紅
葉谷一帯において、大規模な災害復旧工事が行われた際
に、現地にある石材の利用や樹木を伐採しないなど自然
を活かした工法により完成した砂防庭園です。令和２年
(２０２０年）１２月に戦後の土木施設で全国初の重要文化財
に指定されました。

概要

みや　　　　じま

は つ か い ち

廿日市市観光公式サイト
https://www.city.hatsukaichi.hiroshima.jp/site/kanko/

一般社団法人宮島観光協会
https://www.miyajima.or.jp/index.php

楽しみ
方

楽しみ
方

いつくしま

みせん

紅葉谷公園

厳島神社の大鳥居

弥山頂上
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大分県九重町

参考URL

アクセス

　牧ノ戸峠からは、南に「阿蘇の五岳」、北東に
は「由布・鶴見岳」を望む大パノラマが広がり、

また、そこから長者原までの遊歩道には様々な高山植
物が群生し、季節によって変わる表情が見られ、登山
や自然探索などで豊かな自然を満喫できます。
　近くには、ラムサール条約に登録された「タデ原湿
原」があり、雄大な自然とセットで満喫でき日帰り旅行
を楽しめます。ゆっくりと楽しみたい方は、「九重 “夢”
温泉郷」と呼ばれる温泉やアウトドア体験など滞在型
で体感してみるのもよいでしょう。

九重風致探勝林
九州森林管理局大分西部森林管理署

高山植物の群生地やラムサール条約に登録された
湿原など四季折々で表情を変える景観が楽しめる！

　九重風致探勝林は、大分県と熊本県境に連なる九重連山の久住山
（標高１，７８７ｍ）及び星生山（標高１，７６２ｍ）の北西山腹に位置し
ています。この一帯は、阿蘇くじゅう国立公園の要所となってお
り、山麓から星生山、三俣山等の頂上にかけてミヤマキリシマ等高
山植物の群生地や九州有数の紅葉スポット「九酔渓」などがあり、
その景観は四季折々の変化に富み、雄大な自然を眺望できることか
ら多くの観光客や登山者等が訪れます。

概要

九重町ホームページ
https : //www.town.kokonoe.oita.jp/

九重町観光協会
Home - 九重町観光協会 (k-miyachan.com)

　　公共交通機関の場合

ＪＲ大分駅（ＪＲ久大本線：約６０分）→ＪＲ湯布院駅→湯布院
駅前バスセンタ－（バス：約７０分）→くじゅう登山口 長者原

　　自動車の場合

・大分ＩＣ→（東九州自動車道：約５０分）→九重ＩＣ（県道４０
号線他：約４０分）→くじゅう登山口 長者原

・熊本県阿蘇市宮地駅（やまなみハイウエイ経由：８０分）
→くじゅう登山口 長者原

楽しみ
方

楽しみ
方

無料

こ こ の え

くじゅう くじゅう

ほっしょうざん

きゅうすいけい

ちょうじゃばる

わら

雪化粧のくじゅう連山

タデ原湿原

紅葉の牧ノ戸峠
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TOPICS

01 森林の仕事ガイダンスに参加しませんか

森林の仕事ガイダンスは、新たな林業の担い手の確保を目的に、森林・林業への就業に関心を持つ方を対象に実
施する仕事の説明・相談会です。会場では各地の林業に関する情報、林業作業の内容や就業までの流れについて
の説明のほか、参加者からの林業や地域での生活などの疑問について相談に応じます。
　全国の都道府県が参加する中央ガイダンスを１２月２日に東京都（東京国際フォーラム）、１１月１８日に大阪府（Ｏ
ＭＭビル）の２会場で開催予定のほか、地域単位（都道府県など）でのエリアガイダンスも全国２３会場において
開催予定です。さらに、９月１７日には東京都（東京国際フォーラム）で開催されるふるさと回帰フェアでもミニ
ガイダンスを開催します。
中央ガイダンスやミニガイダンスでは、一度に全国各地の情報収集ができます。エリアガイダンスでは、知りたい
地域の情報を得ることができ、地域によっては林業の現場を実際に見学する現地訪問も実施しています。どちらも
林業への就業に役立つ情報が得られます。
いずれも参加は無料ですが、事前予約が必要な場合がありますので、「緑の雇用ＲＩＮＧＹＯＵ．ＮＥＴ」から気に
なる会場の開催情報をチェックしてください！（開催情報の詳細は随時更新されます。）
　なお上記とは別に、林業就業オンライン相談も「緑の雇用ＲＩＮＧＹＯＵ．ＮＥＴ」で随時受け付けております。ご関心
のある方は申し込みフォームからご応募ください。

一度に全国各地の情報収集が可能！知りたい地域情報も手に入る！
森林・林業に興味がある方は、是非この機会をご活用ください。

無料!

▶https://www.ringyou.net/
ガイダンスの開催情報等はこちらでチェック！

東京都（東京国際フォーラム）、大阪府（ＯＭＭビル）

緑の雇用ＲＩＮＧＹＯＵ．ＮＥＴ

12月2日開催（予定） 11月18日開催（予定）
全国の情報収集をしたいなら…全国の情報収集をしたいなら…

全国２３会場地域の情報を知りたいなら…地域の情報を知りたいなら…

林業就業オンライン相談も随時受付！

説明・相談会フォレストワーカートークショー

も 　 り
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TOPICS

02
沢
山
の
応
募
作
品
か
ら
４
作
品

を
発
表
！

林
野
庁
は
、
今
年
４
月
に
、
長
谷
川
町
子

美
術
館
と
協
力
関
係
を
結
び
、「
サ
ザ
エ

さ
ん
一
家
」
に
「
森
林
の
環
応
援
団
」
を

委
嘱
し
て
い
ま
す
（
情
報
誌
「
林
野
」
６
月

号
参
照
）。
そ
の
協
力
関
係
に
基
き
、「
第
32

回
森
と
花
の
祭
典
ー
『
み
ど
り
の
感
謝
祭
』」

の
併
催
行
事
と
し
て
、「
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家

の〝
も
り
の
わ
〞
話
吹
き
出
し
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

「高層木造建築」
茨城県つくば市　釣田林太郎氏（２０代）

林野庁長官賞林野庁長官賞
「森の保育」

東京都青梅市　飛田直子氏（７０代）

も　

り　
　
　

わ

（評）現実のビルと積み木で作るビルをかけた、４コマ漫画らしいオチ
　　のついた作品

（評）ワカメちゃんとタラちゃんが森林の保育についてやりとりする、
　　ほのぼ のとした作品

©長谷川町子美術館 ©長谷川町子美術館
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本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
の

４
コ
マ
漫
画
の
吹
き
出
し
に
、
森
林
や
木
材

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
リ
フ
を
入
れ
る
も

の
で
す
。
４
月
13
日
か
ら
５
月
31
日
の
応
募

終
了
ま
で
に
、
全
国
各
地
の
７
歳
か
ら
93
歳

ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
方
々
か
ら
１
，７
５
９

作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
か
ら
、
外
部
有
識
者
に
よ
る

選
考
を
経
て
優
秀
作
品
４
点
を
決
定
し
ま

し
た
。

　
「
林
野
庁
長
官
賞
」
は
高
層
木
造
建
築
と

森
林
の
保
育
に
関
す
る
２
作
品
、「
み
ど
り

の
感
謝
祭
運
営
委
員
長
賞
」
は
森
林
の
果

た
す
役
割
に
関
す
る
作
品
、
そ
し
て
、「
長

谷
川
町
子
美
術
館
長
賞
」
は
森
林
資
源
の

循
環
利
用
に
関
す
る
作
品
が
、
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
作
品
は
、
４
コ
マ

漫
画
ら
し
い
言
葉
遊
び
の
面
白
さ
や
テ
ン

ポ
の
良
さ
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
10
月
８
日
（
日
）
に
林
野
庁

内
で
行
う
予
定
で
す
。

「森の保育」
東京都青梅市　飛田直子氏（７０代）

みどりの感謝祭運営委員長賞
「森林の役割って何？」

千葉県千葉市　山下結愛氏（１０代）

長谷川町子美術館長賞
「循環利用」

東京都新宿市　山口真二郎氏（４０代）

選考委員と事務局員

（評）ワカメちゃんとタラちゃんが森林の保育についてやりとりする、
　　ほのぼ のとした作品

（評）家族とのやりとりを通じて森林の役割を繰り返しリズム良く
　　紹介する作品

（評）森林資源の循環利用をテーマに、漫画「サザエさん」の世界を
　　彷彿とさせる作品

©長谷川町子美術館 ©長谷川町子美術館
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2
0
2
３
年
上
半
期
の
木
材
輸
入
実
績

　

２
０
２
２
年
上
半
期
（
１
〜
６
月
）
は
、
低
迷
す
る
住
宅
需
要
の
影
響
を
受
け
て
、
製
材
や
合
板
な
ど
の
建
築
用
木
材
の
輸
入
量
が

軒
並
み
減
少
し
た
一
方
で
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
用
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
輸
入
量
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
２
０
２
３
年
上
半
期
に
お
け
る
木
材
輸
入
の
実
績
を
輸
入
額
と
品
目
別
輸
入
量
に
着
目
し
て
紹
介
し
ま
す
。

TOPICS

03
図１２０２１年～２０２３年の上半期における木材輸入額

2
　
　

丸
太

　

丸
太
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
24
％
減
の

１
０
７
・
０
万
㎥
で
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、

米
国
が
同
26
％
減
の
63
・
６
万
㎥
、
カ
ナ
ダ

が
同
27
％
減
の
27
・
６
万
㎥
、Ｎ
Ｚ
は
同
６
％

減
の
12
・
８
万
㎥
と
な
り
ま
し
た
（
図
２
）
。

　

各
国
の
輸
入
量
を
月
別
に
見
る
と
、
カ
ナ

ダ
は
、
昨
年
夏
以
降
、
前
年
同
月
比
減
が
続

い
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
も
昨
年
11
月
以
降
、
さ

ら
に
、
ロ
シ
ア
も
昨
年
８
月
以
降
、
前
年
同

月
比
減
が
続
い
て
い
ま
す
。（
図
３
、４
、５
）。

3
　
　

製
材

　

製
材
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
42
％
減
の

１
５
８
・
２
万
㎥
で
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、

カ
ナ
ダ
が
同
36
％
減
の
34
・
０
万
㎥
、
Ｅ
Ｕ

が
同
43
％
減
の
78
・
１
万
㎥
、
ロ
シ
ア
が
同

51
％
減
の
23・
８
万
㎥
と
な
り
ま
し
た（
図
２
）。

1
　
　

木
材
輸
入
額

　

本
年
上
半
期
（
累
計
、
以
下
同
）
の
木
材

（
H
S
44
類
）
輸
入
額
は
、
前
年
同
期
比

20
％
減
の
６
，８
８
６
億
円
で
し
た
。
国
別

に
見
る
と
、
中
国
が
同
14
％
減
、Ｅ
Ｕ
が
同

56
％
減
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
同
24
％
減
、
カ

ナ
ダ
が
同
35
％
減
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
同
27
％

減
、
ロ
シ
ア
が
同
66
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
ベ
ト
ナ
ム
は
同
20
％
増
、
米

国
が
同
10
％
増
と
な
り
ま
し
た
（
図
１
）。

国
内
の
住
宅
需
要
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
製
材
や
集
成
材
、
合
板
の
輸
入
量
が
減

少
し
た
こ
と
が
輸
入
額
の
減
少
に
影
響
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、ベ
ト
ナ
ム
は
木
質
ペ
レ
ッ

ト
の
輸
入
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

影
響
し
、
輸
入
額
で
は
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

図２ ２０２１年～２０２３年の上半期における品目別木材輸入量

図３ カナダからの月別製材輸入量

※

　

毎
月
の
木
材
輸
入
実
績
は
、
翌
々
月
の

　

上
旬
に
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

　

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
御
活
用
下
さ
い
。

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
j/boutai/yunyuu/boueki.htm

l

※

グ
ラ
フ
は
全
て
、
財
務
省
「
貿
易
統
計
」
か
ら
作
成
。

（千㎥）

（千㎥）
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（千トン）

　

昨
年
は
住
宅
需
要
が
低
迷
し
、
輸
入
材
の

国
内
在
庫
が
著
し
く
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
昨
年
の
後
半
ご
ろ
か
ら
、
輸
入
量
の

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
木
材

輸
入
の
動
向
を
注
視
し
、
関
係
す
る
情
報
を

積
極
的
に
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

図６合板の輸入量

図７ＥＵからの月別集成材輸入量

4

5

6
　
　

木
質
ペ
レ
ッ
ト

　

丸
太
、
製
材
、
集
成
材
、
合
板
等
の
輸
入

量
が
軒
並
み
減
少
す
る
一
方
で
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
の
輸
入
量
は
前
年
同
期
比
31
％
増
と

な
り
ま
し
た
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
主
要
な
輸

入
国
は
ベ
ト
ナ
ム
（
45
％
）、カ
ナ
ダ
（
28
％
）

で
す
。
ま
た
、
今
年
は
米
国
か
ら
の
輸
入
量

が
同
４
７
３
％
増
と
急
増
し
ま
し
た（
図
８
）。

　
　

合
板

　

合
板
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
39
％
減
の

64
・
２
万
㎥
で
し
た
。
国
別
に
見
る
と
、
マ

レ
ー
シ
ア
は
同
47
％
減
の
22
・
２
万
㎥
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
同
37
％
減
の
25
・
３
万
㎥
に

な
り
ま
し
た
（
図
２
）。
合
板
も
昨
年
９
月
以

降
、
前
年
同
月
比
で
減
少
が
続
い
て
い
ま
す

（
図
６
）。

　
　

集
成
材

　

本
集
成
材
輸
入
量
は
、
前
年
同
期
比
42
％

減
の
32
・
６
万
㎥
と
な
り
ま
し
た
。
国
別
に

見
る
と
、Ｅ
Ｕ
が
同
41
％
減
の
25
・
６
万
㎥

で
、全
体
の
79
％
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
２
）。

こ
の
う
ち
構
造
用
集
成
材
も
同
様
に
、
輸
入
量

は
同
43
％
減
の
28
・
１
万
㎥
、
そ
の
う
ち
Ｅ
Ｕ

が
同
41
％
減
の
25
・
０
万
㎥
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｕ
か
ら
の
輸
入
量
を
月
別
に
見
る
と
、

昨
年
11
月
か
ら
前
年
同
月
比
で
減
少
が
続
い

て
い
ま
す
（
図
７
）。

図４ ＥＵからの月別製材輸入量図５ロシアからの月別製材輸入量

図８２０２１年～２０２３年の上半期における
　　木質ペレット輸入量

（千㎥）（千㎥）

（千㎥）

（千㎥）
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岐
阜
県
内
の
森
林
に
は
35
度
を
超
え
る
よ

う
な
急
傾
斜
地
が
多
く
、
そ
う
し
た
地
域
で

は
路
網
の
開
設
が
困
難
と
な
り
ま
す
の
で
、

架
線
系
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
集
材
方
法
を
模
索

し
て
い
ま
す
。
主
伐
・
再
造
林
の
工
程
に
最

新
式
の
集
材
機
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
等
を

導
入
す
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
実
証
と
普
及

を
テ
ー
マ
と
し
、
白
鳥
林
工
協
業
組
合
と
中

江
産
業
株
式
会
社
森
林
事
業
本
部
が
、
支
援

機
関
の
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
、

郡
上
農
林
事
務
所
と
共
同
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
令
和
４
年
度
予
算
で
「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
林
業
経
営
育
成
対
策
と
し
て
、
経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
岐
阜
県
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
等
を
核
と
し
た

主
伐
・
再
造
林
シ
ス
テ
ム　
　
　

岐
阜
県

実
証
内
容

シリーズ
新しい林業

図１　最新式油圧集材機

１
、
素
材
生
産

　

・　

油
圧
集
材
機
・
架
線
式
グ
ラ
ッ
プ
ル

　
　

シ
ス
テ
ム
（
図
１
、
図
２
）
に
よ
る
架

　
　

線
集
材
を
実
証
し
、
荷
掛
け
及
び
荷
外

　
　

し
作
業
に
か
か
る
作
業
員
の
移
動
時
間

　
　

の
短
縮
や
、
従
来
機
と
の
使
い
勝
手
の

　
　

違
い
か
ら
、
作
業
効
率
、
危
険
回
避
、
労

　
　

働
強
度
の
低
減
効
果
等
を
検
証
し
ま
す
。

図２　架線式グラップル
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実
証
結
果

図５　従来型のフックとスリングによる荷掛け

図４　乗用刈払機による伐根処理

今
後
の
取
組

　

令
和
５
年
度
は
、
油
圧
集
材
機
・
架
線
式

グ
ラ
ッ
プ
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
集
材
の
作
業

効
率
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
検
証
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

コ
ン
を
操
作
す
る
の
で
、
安
全
性
は
確
実
に

向
上
し
ま
し
た
。
場
所
に
よ
っ
て
は
日
陰
で

操
作
す
る
こ
と
も
で
き
、
体
力
の
消
耗
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
図
６
）。

（
２
）Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
自
動
採
材

　

ハ
ー
ベ
ス
タ
に
不
慣
れ
な
操
縦
者
で
も
素

早
く
採
材
判
断
す
る
た
め
の
補
助
ツ
ー
ル
と

し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ラ
ー
マ
ー
キ
ン
グ
機
能
は
、
通
常

の
オ
ペ
レ
ー
タ
に
よ
る
手
作
業
よ
り
も
作
業

効
率
が
向
上
し
ま
し
た
。
造
材
デ
ー
タ
の
自

動
収
集
機
能
は
精
度
が
高
い
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
納
材
時
に
そ
の
デ
ー
タ
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
検
知
の
省
略
化
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

（
３
）
乗
用
刈
払
機
に
よ
る
伐
根
処
理

　

緩
傾
斜
地
で
は
大
幅
に
作
業
効
率
が
向
上

す
る
一
方
、
急
傾
斜
地
や
転
石
の
有
無
と

い
っ
た
現
場
条
件
に
よ
っ
て
は
十
分
に
能
力

を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

図３　ICTハーベスタによる自動採材

図６　日陰で操作する荷掛け手

　

・　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
（
図
３
）
を
造
材

　
　

工
程
で
活
用
し
、
需
要
と
供
給
を
マ
ッ
チ

　
　

ン
グ
す
る
最
適
採
材
提
案
機
能
（
バ

　
　

リ
ュ
ー
バ
ッ
キ
ン
グ
）、
玉
切
り
と
同
時

　
　

に
瞬
時
に
カ
ラ
ー
マ
ー
キ
ン
グ
す
る
機
能
、

　
　

造
材
デ
ー
タ
（
材
長
、
直
径
、
材
積
）
の

　
　

自
動
収
集
機
能
を
実
証
し
、
作
業
効
率

　
　

を
検
証
し
ま
す
。

２
、
再
造
林

　

・　

乗
用
刈
払
機
（
図
４
）
を
用
い
た
地

　
　

拵
え
時
の
伐
根
処
理
を
実
証
し
、
下
刈

　
　

の
作
業
効
率
と
省
力
化
を
検
証
し
ま
す
。

（
１
）
油
圧
集
材
機
・
架
線
式
グ
ラ
ッ
プ
ル

　
　
　
シ
ス
テ
ム

　

簡
単
な
リ
モ
コ
ン
操
作
で
動
か
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
従
来
の
集
材
機
の
よ
う
な
専

任
オ
ペ
レ
ー
タ
に
よ
る
複
雑
な
レ
バ
ー
操
作

は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。
初
心
者
で
も
あ
る

程
度
練
習
を
繰
り
返
せ
ば
、
ほ
ぼ
狙
い
ど
お

り
に
掴
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

複
数
の
材
を
同
時
に
掴
む
こ
と
は
難
し
く
、

細
く
軽
い
材
で
も
１
本
だ
け
運
ぶ
よ
う
な
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
時
的
に

架
線
式
グ
ラ
ッ
プ
ル
を
取
り
外
し
、
従
来
型

の
フ
ッ
ク
と
ス
リ
ン
グ
を
用
い
て
（
図
５
）、

一
度
に
２
〜
３
本
運
搬
す
る
方
が
効
率
的
と

い
う
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
荷
掛

け
手
は
見
通
し
の
良
い
離
れ
た
位
置
で
リ
モ
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フ
ォ
レ
ス
タ
ー（
森
林
総
合
監
理
士
）の
活
動
書
記

Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
森
林
の
状
況
を
「
見
え
る
化
」し
て

森
林
所
有
者
と
の
合
意
形
成
を
支
援

シリーズ
　

群
馬
県
で
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
推

進
す
る
た
め
、
令
和
元
年
度
か
ら
地
域
機
関

に
「
経
営
管
理
専
門
官
」
を
配
置
し
ま
し
た
。

そ
の
業
務
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進

に
加
え
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
、
森
林
経

営
計
画
、
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出

制
度
な
ど
、
市
町
村
の
森
林
・
林
業
行
政
を

幅
広
く
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

県
の
地
域
機
関
で
あ
る
吾
妻
環
境
森
林
事

務
所
（
令
和
３
〜
４
年
度
）
で
、
そ
の
業
務

に
従
事
し
た
活
動
内
容
の
う
ち
、Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
、
森
林
経
営

管
理
制
度
の
意
向
調
査
、
経
営
管
理
権
の
設

定
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
見
直
し
な
ど
、

管
内
の
町
村
の
業
務
を
支
援
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に

　

林
地
台
帳
は
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
市
町

村
に
よ
り
制
度
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

林
地
台
帳
で
は
、
不
動
産
登
記
記
録
に
基
づ

森
林
経
営
管
理
制
度
の
意
向

調
査
箇
所
の
選
定
や
集
約
化

　

森
林
経
営
管
理
制
度
は
、
①
森
林
所
有
者

に
意
向
調
査
し
、
②
市
町
村
に
経
営
管
理
を

任
せ
た
い
森
林
に
つ
い
て
、
林
業
経
営
に
適

し
た
森
林
か
否
か
を
調
査
し
、
③「
経
営
管

理
権
」
の
設
定
の
有
無
な
ど
を
判
断
し
ま
す
。

　

針
葉
樹
・
広
葉
樹
、
経
営
形
態
、
森
林
経

営
計
画
な
ど
を
地
図
化
（
図
１
）
す
る
と
、

既
に
経
営
さ
れ
て
い
る
森
林
区
域
が
分
か
り

ま
す
の
で
、
意
向
調
査
す
る
区
域
（
林
班
）

の
優
先
順
位
を
判
断
で
き
ま
す
。
次
に
、
森

林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
か
ら
、
市
町
村
に

森
林
の
経
営
管
理
を
委
託
し
た
い
人
の
地
番

を
地
図
化
（
図
２
）
す
る
と
、
集
約
化
で
き

そ
う
な
範
囲
（
３
ha
以
上
の
集
団)

を
特
定

で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
経
営
計
画
が
認
定
さ
れ
て

林
地
台
帳
を
活
用
し
た
経
営
管
理

権
集
積
計
画
の
作
成
の
効
率
化

い
る
区
域
を
地
図
化
す
る
こ
と
で
、
経
営
管

理
の
委
託
を
希
望
す
る
区
域
と
重
複
（
緑
斜

線
と
オ
レ
ン
ジ
色
）
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

既
存
の
森
林
経
営
計
画
を
優
先
し
、
森
林
経

営
計
画
を
拡
大
す
る
か
、
経
営
管
理
権
を
設

定
し
て
町
村
が
再
委
託
す
る
か
を
判
断
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
図
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
番
の
状
況
や
位
置
関

係
を
把
握
で
き
、
合
意
形
成
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

群
馬
県
環
境
森
林
部
林
業
振
興
課
　
小
島
　
正

図２ 町村に委託を希望する区域と
　　森林経営計画認定区域を地図化

図１ 森林計画図に森林経営計画区域など
　　を重ねた図
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Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林

の
状
況
を
「
見
え
る
化
」
で
き
、
レ
イ
ヤ
ー

間
の
重
な
り
を
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意

向
調
査
や
経
営
管
理
権
集
積
計
画
の
作
成
業

務
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た

め
、
森
林
状
況
を
把
握
す
る
に
は
、
県
・
市

町
村
・
林
業
事
業
体
で
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
の

整
備
・
共
有
化
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
後
は
、
そ
れ
ら
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
施
業

の
集
約
化
、
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
や
森
林
空

間
利
用
な
ど
新
た
な
価
値
の
創
造
を
含
め
、
林

業
の
成
長
産
業
化
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
い
ご
に

  

市
町
村
森
林
整
備
計
画
の

「
特
に
効
率
的
な
施
業
区
域
」

   
  

を
設
定

き
、
地
域
森
林
計
画
の
対
象
森
林
が
賦
存
す

る
森
林
が
属
す
る
地
番
と
そ
の
土
地
の
所
有

者
の
情
報
を
電
子
的
な
台
帳
に
よ
り
記
録
・

管
理
す
る
も
の
で
す
が
、
群
馬
県
で
は
、
森

林
計
画
図
（
森
林
簿
）
の
小
班
に
記
載
さ
れ

て
い
る
地
番
は
代
表
地
番
で
あ
り
、
一
つ
の

小
班
に
複
数
の
地
番
が
存
在
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
番
と
森
林
簿
の

地
番
を
正
確
に
紐
づ
け
で
き
ず
、
経
営
管
理

権
集
積
計
画
の
作
成
時
に
混
乱
が
生
じ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
属
性
転
写
機
能
を

使
い
、
市
町
村
が
管
理
す
る
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
地
番
図
と
森
林
計
画
図
の
レ
イ
ヤ
ー

か
ら
地
番
と
森
林
簿
の
小
班
・
樹
種
・
林
齢

を
紐
付
け
ま
し
た
（
図
３
）。
こ
の
作
業
を

Ｎ
町
全
体
で
進
め
る
た
め
、
ま
ず
、
大
字
の

範
囲
で
Ｎ
町
と
林
地
台
帳
を
管
理
し
て
い
る

事
業
者
と
検
討
し
、
問
題
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
か
ら
、
全
体
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を

改
修
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
番

毎
に
林
班
・
小
班
番
号
、
樹
種
名
、
林
齢
を
正

確
に
紐
づ
け
で
き
、
意
向
調
査
や
経
営
管
理

権
の
設
定
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

然
的
・
社
会
的
条
件
を
勘
案
し
て
、
特
に
効

率
的
な
施
業
が
可
能
な
森
林
の
区
域
（
以
下

「
効
率
的
施
業
区
域
」）
を
新
た
に
設
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
村
が
、

そ
の
区
域
を
設
定
す
る
支
援
を
し
ま
し
た
。

　

効
率
的
施
業
区
域
の
条
件
は
、
各
地
域
で

異
な
る
た
め
、
群
馬
県
吾
妻
地
域
は
次
の
条

件
と
し
ま
し
た
。

・　

森
林
の
生
育
が
良
好
（
人
工
林
率

50
％
以
上
）
で
、
林
道
等
の
距
離
が
近
い

(

２
０
０
ｍ
以
内)

・　

地
形
（
傾
斜
30
度
以
下
）

　

ま
た
、
林
野
庁
か
ら
配
布
さ
れ
た
Ｑ
Ｇ
Ｉ

Ｓ
プ
ラ
グ
イ
ン
「
も
り
ぞ
ん
」
を
利
用
（
収

益
性
の
閾
値
を
高
く
指
定
）
し
、「
林
業
経

営
適
地
」
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
る
箇
所
を

「
効
率
的
施
業
区
域
」
と
し
ま
し
た
（
図
４
）。

　

森
林
組
合
、
町
村
、
県
地
域
機
関
、
森
林

組
合
連
合
会
で
検
討
を
重
ね
、「
も
り
ぞ
ん
」

の
結
果
に
、
人
工
林
の
割
合
が
50
％
以
上
１

０
０
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
図
、
山
地
災
害
危
険
地
区

等
に
入
ら
な
い
区
域
を
重
ね
、「
効
率
的
施

業
区
域
」
を
選
定
し
ま
し
た
。

「もりぞん」で作成したゾーニング図

図４ 効率的施業区域を選定する過程

図３ QGISを利用した地番と森林計画図の属性を結合

　

令
和
３
年
度
の
森
林
計
画
制
度
の
見
直
し

に
よ
り
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
お
い
て
、

木
材
生
産
機
能
維
持
増
進
森
林
の
う
ち
、
自

２５９９-１２５９９-１

１００ｍメッシュに区切り、該当する箇所を表示
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「
中
部
の
森
林
、

林
業
従
事
者
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
開
催

中
部
森
林
管
理
局

管内概要

所在地

区域面積

関係自治体

長野県長野市大字栗田７１５番地５

３,３６０,３３６ha
うち森林面積   ２,４３３,７６１ha
うち国有林面積 654,７９７ha

富山県、長野県、岐阜県、愛知県

　中部森林管理局は、富山県、長野県、岐阜県、愛知県の４県内
の国有林を管理経営しています。
　管内の国有林は、日本アルプスに代表される山岳地帯を有する
こともあり、標高差が大きく、地形も複雑なことから自然的条件
は変化に富みます。面積の約半数がナラ類、カンバ類、ブナ科な
どの広葉樹やモミ、ツガなどの針葉樹からなる天然林、約３割が
カラマツ、ヒノキなどの人工林、残りの２割は高山帯の岩石地な
どで占められています。
　江戸時代より名をはせた「木曽ヒノキ」を有する木曽地域をは
じめとして、木と人との長い歴史があり、人工林においては間伐
などの森林整備を積極的に行うとともに天然力を活用した針広混
交林への誘導を行うなど、多様な森林づくりに取り組んでいます。

国有林野事業の取組

も
　

り

コ
ン
テ
ス
ト
の
概
要

　

応
募
作
品
の
テ
ー
マ
は
、「
令
和
の
林
業

に
携
わ
る
姿
と
風
景
」
で
す
。
管
内
の
現
場

で
働
く
林
業
従
事
者
や
そ
の
職
場
の
方
か
ら

令
和
以
降
に
撮
影
さ
れ
た
伐
採
、
運
材
、
造

林
、
休
息
時
間
、
収
穫
調
査
な
ど
、
山
で
働

く
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
切
り
取
っ
た
写
真
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
約
半
年
間
の
募
集
期
間
に

１
２
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
に
は
、
当
局
の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
（
注
）

や
「
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使
」
の
上
村
さ

や
香
さ
ん
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
写
真

の
表
現
力
や
、
山
で
働
く
こ
と
へ
の
想
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
な
ど
か
ら
、
最
優
秀
賞
１
点
、

優
秀
賞
５
点
、入
選
９
点
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
審
査
を
し
て
い
た
だ
い
た
５
名
の

審
査
員
か
ら
は
、「
現
場
の
方
々
の
息
づ
か

い
が
伝
わ
る
写
真
が
多
か
っ
た
」、「
若
者
が

活
躍
し
て
い
る
姿
は
林
業
の
魅
力
を
感
じ
や

　

普
段
は
人
目
に
触
れ
な
い
人
里
離
れ
た
現

場
で
、
安
全
第
一
に
頑
張
っ
て
い
る
林
業
従

事
者
の
姿
や
、
季
節
や
天
候
が
日
々
変
化
す

る
自
然
を
相
手
に
し
た
山
の
中
の
現
場
作
業

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
国
民
の
皆
様

に
林
業
へ
の
関
心
と
理
解
を
一
層
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、

昨
年
度
、
初
の
取
組
と
し
て
、
林
業
従
事
者

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に

富山県

岐阜県

愛知県

長野県

浅間山▲

● 中部森林管理局
▲立山

▲白山

苗場山▲
▲白馬岳

▲御嶽山

木曽駒ヶ岳▲

八ヶ岳▲

恵那山▲

劔岳▲

槍ヶ岳▲

乗鞍岳▲

▲北岳

▲赤石岳

▲仙丈ヶ岳

▲穂高岳
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せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
貴
重
な
記
録
と
し

て
後
世
に
残
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

広
報
誌
「
中
部
の
森
林
」
に
お
い
て
、「
フ
ォ

ト
コ
ン
作
品
か
ら
も
っ
と
伝
え
た
い
林
業
の

魅
力
！
」
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
局
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
は
、
昔
の

林
業
な
ど
を
写
真
で
紹
介

す
る
サ
イ
ト
「
モ
ノ
ク
ロ

森
林
紀
行
」
も
あ
り
ま

す
の
で
、
林
業
従
事
者

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品

と
と
も
に
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
全
て
の
作
品
は
、
当

局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
お
り
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
就
職
説
明
会
な
ど
で
活
用
さ

今
後
の
取
組

優秀賞「真剣勝負」

す
い
」、「
現
場
で
働
い
て
い
る
林
業
従
事
者

の
励
み
に
な
る
」、「
若
い
人
の
雇
用
拡
大
に

繋
が
る
の
で
は
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
賞
作
品
の
発
表
に
つ
い
て
は
、

３
月
10
日
に
発
行
し
た
当
局
の
広
報
誌
「
中

部
の
森
林
」（
№
２
２
８
）に
て
行
い
ま
し
た
。

注
：　

国
有
林
野
事
業
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　

へ
の
協
力
や
会
議
へ
の
出
席
な
ど
に
よ
り
幅
広

い
ご
意
見
等
を
い
た
だ

い
て
い
る
一
般
の
方
々
。

公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ

ま
す
。

最優秀賞「ヒノキ１００年、僕２１年」

優秀賞「晩秋の境内にて、御神木の伐倒」

優秀賞「朝の準備」

優秀賞「さて、どうする…」

優秀賞「造材日和」

も　

り
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TOPICS

04
　「こども霞が関見学デー」は、子どもたちが夏休みに広く社会を知る機会とするとともに、政府の施策に対する
理解を深めてもらうため各省庁で連携して開催するイベントです。

　農林水産省では、８月２日と３日に会場参加プログラムを実施しました。
林野庁では、「サザエさんと学ぼう！森林と木の話」と題して、木を伐って使うことは良いことなの？などの

「○×クイズ」や、枝をのこぎりで切ったり、小刀で削ったり、ドリルで穴を開けたりしてブンブンごまや可愛ら
しいストラップを作る「木工クラフト体験」を行いました。
　身近なようで遠い森林や木のことについて、サザエさんたちと楽しく学んでいただくことができました。

また、７月１４日から８月３１日まで、特設Ｗｅｂサイト「マフ塾」（２０２３）にて、オンラインプログラムを公開
しました。林野庁のプログラムは２つあり、ページの一部をご紹介します。

マンガやクイズで

山や林業について

学ぼう！

「木づかい」しよう

木を使うのは

良いこと？
森の木を伐って使うのは環境にやさ
しい？日本の木を使うことがなぜ良
いことなのか、楽しく学んでみよう！

山や林業、木の文化について、
マンガやイラストを読んでクイズ
に挑戦してみよう！

令和５年度    こども霞が関見学デー
会場参加プログラムなどを開催
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みどりの

大使
が行く！

2023ミス日本みどりの大使

上村 さや香
かみむら　　　 　  か

林
業
の
大
切
さ
を
説
明
し
ま
し
た
。
講
演
の

後
に
は
、
茨
城
県
の
緑
の
少
年
団
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
合
唱
し
ま
し
た
。
元
気
で
優
し
い

歌
声
を
披
露
し
て
く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　

会
場
内
ブ
ー
ス
で
は
、
茨
城
県
産
材
ヒ
ノ

キ
で
で
き
た
可
愛
い
ハ
ー
ト
型
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
Ｇ
ｅ
ｔ
し
ま
し
た
！
国
産
木
材
ア
イ

テ
ム
が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し
た
♪

　

新
潟
県
苗
場
で
は
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
弾

き
語
り
を
し
て
き
ま
し
た
♪
フ
ジ
ロ
ッ
ク
は

毎
年
12
万
人
以
上
の
人
が
訪
れ
る
世
界
的
な

音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

会
場
内
に
は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
に
新

潟
県
産
材
の
滑
り
台
、
シ
ー
ソ
ー
な
ど
が
あ

り
木
が
と
て
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
探
し
て
い
た
ヒ
ノ
キ
の
イ
ヤ
リ
ン
グ

を
Ｇ
ｅ
ｔ
！
と
て
も
お
気
に
入
り
で
す
♪

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
楽
器
用
木
材
が
外
国
産
か

ら
国
内
産
に
切
り
替
え
が
進
ん
で
い
る
こ
と

を
紹
介
し
、
国
産
木
材
の
利
用
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
そ
し
て
森
の
中
の
ス
テ
ー
ジ
で

「
森
で
愛
ま
し
ょ
う
」
を
歌
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

フ
ジ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
’23

机
や
椅
子
、
ハ
ン
ガ
ー
ラ
ッ
ク
な
ど
な
ど
岐

阜
県
産
材
の
飛
騨
家
具
の
数
々
が
置
か
れ
、

と
て
も
素
敵
で
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
涌
井
史

郎
様
や
隈
研
吾
様
な
ど
錚
々
た
る
皆
様
と
登

壇
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
「
も
し

彼
と
公
園
で
別
れ
話
を
す
る
と
し
た
ら
、
木

の
ベ
ン
チ
に
座
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
木
の

温
も
り
で
会
話
が
う
ま
く
進
ん
で
、
も
し
か

し
た
ら
仲
直
り
し
た
り
し
て…

」
と
話
し
た

と
こ
ろ
、
会
場
は
と
て
も
柔
ら
か
い
雰
囲
気

に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
作

詞
を
す
る
時
に
、
素
敵
な
木
目
の
テ
ー
ブ
ル

の
カ
フ
ェ
に
行
く
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、
創

作
が
進
む
」
と
い
う
例
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
庁
で
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
、
そ
し
て

人
生
で
初
め
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
は
今
年
１
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
の

新
庁
舎
の
ミ
ナ
モ
ホ
ー
ル
。
岐
阜
県
産
の
ヒ

ノ
キ
、
ス
ギ
、
ク
リ
な
ど
が
内
装
な
ど
に
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
て
、
木
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
私
の
楽
屋
に
も
、

岐
阜
県
産
材
利
用
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

み
ど
り
の
大
使
の
活
動
も
後
半
に
差
し
掛

か
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
自
分
の
言
葉
で

考
え
を
求
め
ら
れ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
日
本
各
地
で
出
会
う
皆
様
の
お
言
葉
の

一
つ
一
つ
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
自
分
の
言

葉
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
後
半
も
情
熱
を

待
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
！

み
ど
り
の
大
使
の
活
動
も
後
半
に

　

茨
城
県
水
戸
市
で
講
演
ゲ
ス
ト
と
し
て
登

壇
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
大
使
の
活
動
の

中
で
経
験
し
た
森
林
・
林
業
現
場
を
紹
介
し
、

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
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